

















日本の高齢化率は 2012 年には 24.1%となり
ましたが、2025 年には 65 歳以上人口が全人口
の 30%になり、75 歳以上は 18%になると予測





























































































3.6％増の 35 兆 3 千億円、平成 22 年度は前年
比 3.4％増の 36 兆 67 億円、平成 23 年度は前
年比 3.4％増の 37 兆 8 億円と毎年約 1 兆円の
レベルで増加しています。このまま推移しま



























が 2000 年にこの言葉を公表し、2004 年の
WHO保険レポートでは日本人の健康寿命は男
子 72.3 歳、女子 77.7 歳、全体で 75.0 歳、世界
一と報告しました。ところが 2012 年の厚生労
働省の報告では男子の健康寿命 70.4 歳、平均
寿命（79.6 歳）との差は 9.2 年、女子の健康寿













































mental という言葉に spiritual という語を加
える意味を日本ではあまり深く考える人が少
なく、たいした議論もなされないままになっ
ています。
Spiritual を日本語ではなんと訳せばよい
か？いろいろです。「霊的」が一番多いでしょ
うか。でも霊的というのはどういうことでしょ
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う。「精神的というのもありますがmental と
の違いが明確にされていません。Mental は「ア
タマ」の、spiritual は「ココロ」のと訳せばよ
いという人や、同じ精神的でも「医学的、心
理学的」要素を除いたのが spiritual だという
人もいます。さらに emotional という語を加え
た方がよいというものもあります。Complete
well-being などありえない………、という
批判もあります。また astateofcomplete
physical,mentalandsocialwell-being という
のは健康の状態よりは幸福（happiness）につ
いての状態を表しているとの意見もあります。
いずれにしましても spiritual は宗教的要素
を抜きにしては論じられないといえるでしょ
う。WHOが結論を出すことができずに「21
世紀に託した（先送りした？）」のも、宗教的
要素がからんでくると収拾がつかなくなると
思ったからでしょう。
この課題はかなり複雑です。しかしいつま
でも先送りのままにしておいてよいものでは
ありません。
超高齢社会の医学医療にいかに対応すべきか
いままで述べてきました事態に対しては国
民と行政と医療者が問題を論理的に議論し、
解決策を見出さねばなりません。
医療者はその社会的責務をしっかり認識す
ることは不可欠です。しかしそのためにはや
りがいのある仕事の環境を整備する必要があ
ります。ハーバード大学のガードナー教授に
よれば「良き仕事（GoodWork）」には三つの
要素がある。まずそれぞれの技術が優れてい
ること、仕事が倫理的、道徳的にも秀でてい
ること、そして仕事に満足し、誇りに思って
いる………そのようなことが GoodWork の
必要条件であると述べています。これはまさ
に医療について云えることです。端的にいえ
ばスタッフの満足度が高いところでは Good
Work が行われており、患者満足度とスタッフ
満足度は正の相関があることが示されつつあ
ります。
われわれはこれまで人類が経験したことの
ない超高齢社会に生きており、医学・医療の
担当者としても多くの課題への対応が迫られ
ています。われわれは希望、理想、夢を捨て
ることなく現実に向き合って行かねばなり
ません。理想主義者的現実主義者（Idealistic
Realist）でなくてはなりません。
吉田　修
